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Iはじめにl

現在、チベット高原はモンスーン活動の影響下にある (Wang et al., 2002; Zhang et al., 2006) 。

これまでに、過去のアジア地域におけるモンスーン活動を復元し、気候環境変動のメカニズ

ムを解明することを目的として、チベット高原における高山湖沼等から採取した湖底柱状堆

積物の分析が行われている (Lister et al., 1991; Wang et al., 2002; Ji et al., 2005; Morill et al., 2006; 

Juyal et al., 2009) 。しかしながら、チベット高原は標高が高く (平均 ~4500m) 、厳しい環境

下にあるため、最終氷期を含む連続的な環境変動解析に関する研究は数件の報告例に限定さ

れる (Thompson et al., 1997) 。特にチベット高原南東部における古環境変動記録は極めて少

ない。

チベット高原南東部のフ。マユムツォ(普莫薙錯)は、湖面標高 5030m、表面積 281km2 、

最大水深約 65m の典型的な高山湖沼であり、この規模の湖としては世界で最高の高度に位

置する (Murakami et al., 2007) 。チベット高原南東部の環境変動を復元するために、 2001 年

および 2004 年に湖底から約 4m の柱状堆積物 (PY104PC， PY 409PC) が採取され、過去約 19000

年間に亘る環境変動および生物活動の復元が西村ら (2003 ， 2007) により進められている。

PY104PC ・ PY409PC の放射性炭素年代測定結果については、 Watanabe et al. (2008)および渡

遅ら(2008)により報告されている。 PY104PC の下部 380・210cm (1 9・ 15 cal ka BP に相当する)

には、多量の水生植物の遺体(1cm 以上の大型残査が多数であり、堆積物中で最大 46 dry wt%) 

が含まれており、これらの植物残査高濃度層の形成時は、現在よりも浅い水深で、あったこと

が推察されている(西村ら、 2007) 。湖水位変動に関する情報は、過去の水循環および環境

変動の解析を行うために極めて重要である(松中ら、 2007) 。過去の湖水位変動を高精度で

定量的に復元するためには、異なる地点で採取した複数のコアを用いて環境解析を進めるこ

とが重要である。環境解析を目的とした複数コアにおける堆積層の対比を正確に行うために

は、堆積層の形成年代の決定が必要不可欠である。本稿では、 2006 年 8 月にプマユムツォ

湖において新たに採取した PY608W-PC (コア長: 3.9m) に含まれる植物残査(陸上植物遺体

を濃縮したフラクション、および比較的大型の水生植物遺体)の放射性炭素年代値について

初期的な結果を報告する。
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I試料と分析法1

2006 年 8 月、フ。マユムツォ湖の水深 50m 地点 (28033'14"N; 90028' 17"E; Pig. l)において、

コア長 3.9m のピストンコア (PY608W-PC) が採取された。試料は約 1m ごとに切断・半割

後、日本に輸送し、クリーンベンチ内において lcm 間隔で細分し、 -200C で冷凍保存した。

PY608W聞PC の下部(コア深度 369-347cm) からは植物残査(水生植物の遺体)を採取し

た。 PY608W-PC の上部(コア深度 340cm 以浅)には大型植物残査は微量であるか、もしく

は存在せず、簡いがけ (wet-sieving ， opening; 125μm) により微細な水生植物および陸上植物

由来の残査を堆積物中から回収した。堆

積物中の植物残査については蒸留水によ

る超音波洗浄後、 1.2N・HCl ・1.2N-NaOH ・

1.2N圃HCl による AAA 処理を行った。

AAA 処理後の試料(植物残査)は、 CuO、

Ag とともに 8500C で燃焼し、真空ライ

ンを用いて CO2 ガスを精製した。次に CO2

ガスを、 Pe を触媒として H2 により還元

させグラファイトとし、 14C 測定用ター

ゲットを作製した。 14C 測定は名古屋大

学タンデトロン加速器質量分析計 (HVEE，

Model-4130) を用いて行われた。得られ

た 14C 年代を IntCa104 (Reimer et a1., 2004) 

により暦年代に較正した。また、安定同

位体比質量分析計 (Pinnigan， MAT四252)

を用いて、植物残査の安定炭素同位体比

(ò13C) を測定した。

[結果と考察1
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Figure 1. Map showing the location of Lake 

Pumoyum Co in the southeastem Tibetan 

plateau, and the coring site ofPY608W-PC. 

1.安定炭素同位体比に基づく堆積物中に含まれる植物残査供給源の推定

PY608W-PC に含まれる植物残査のÒ13C 値の鉛直分布を Pig. 2 {こ示す。コア底部(深度

369cm) から深度 304cm 聞における植物残査のÒ13C 値は、・3.0%。から -6.7%。で、あり、現代のプ

マユムツォ湖内に生息している水生植物の値 (-4.7 to ~6.7%0 ， Potamogetonaceaeラ Watanabe et a1., 

submitted) と良く一致した。コア深度 292cm においてÒl3C 値は急激に軽い値(・16.7%0) へ

と変動し、深度 285cm から表層(深度 lcm) における植物残査のÒ13C 値は・20.5%。から・23.0%。

の範囲内であった。現代のプマユムツォ湖周辺に生息している陸上植物のÒ13C 値は、 -23.9%。

から聞28.1%。であることから (Watanabe et a1., submitted) 、コア深度 302cm から 283cm 聞で堆

積物中の植物残査の供給源が、水生植物から陸上植物へと変化したことが強く示唆された。

これらの堆積物中植物残査のÒ13C 値変動パターンは既報の PY104PC コアの結果 (Watanabe et 

a1.， 2008) と良く一致した。
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2. 堆積物中植物残査の較正年代について

PY608W-PC における植物残査の較正年代を Fig.2 に示す。コア底部の年代は 19開 18 cal ka BP 

であり、 PY608W-PC の堆積層は最終氷期最盛期以降に対応していることが示された。

しながら、これらの値は水生植物の年代であり湖内におけるリザーパー効果の影響を受けて

いる可能性がある。現代におけるプマユムヅオ湖内の水生植物に関しては、これまでにリザ

ーパー効果の影響はほぼ無視できると判断されているが (Watanabe et al., submitted) 、過去の

リザーパー効果の評価に関しては注意が必要である。 PY608W♂C における植物残査の供給

源が大きく変化する層(深度、 ~300cm) の較正年代は約 15cal ka BP であり、最終氷期から

Bølling-Allerød 期への移行期 (Alley et al., 1993: Wang et al., 2001; 2008) に一致する。今回報

告した PY608W-PC に関しては、年代値の逆転層が多く存在しているため(特に、極めて速

い堆積速度を示す 10 cal ka BP 前後、 Fig.2a) 、今後、前処理も含め放射性炭素年代の再測定

や化学分析等を行い、年代値変動の要因を考察していくことを検討している。
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Figure 2. a) Calibrated ages of the plant residues and total organic carbon (TOC) in the 

PY60SV，んPC. b) ﾕ13C values of the plant residues in the core. The results for fractions of plant 

residue concentrates (PRC fraction, > 125μm， mainly terrestrial plants) from the silt to s�ty 

clay layers of the core (above 300 cm in core depth) are shown with filled diamonds. The 

results of aquatic plant residues from the plant residue-rich layers and the transition layer of 

silt in the core (below 300 cm in core depth) are shown with open circles. The calibrated ages 

of TOC are shown with open squares.The dashed horizontal line indicates the transition 

period from the last glacial to B�ling-Aller� (t-LG/BA, ~ 15 cal ka BP). 
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I結論]

(1) 植物残査の放射性炭素年代測定結果により、プマユムツォ湖・水深 50m 地点から採取

した PY608W-PC (コア長 3.9m) の底部年代は 19-18 cal ka BP であることが示された。

PY608W幽PC の堆積層には、最終氷期最盛期以降の環境変動に関する情報が含まれているこ

とが示唆された。

(2) 約 15 cal ka BP (コア深度 300cm) において PY608W-PC 中における水生植物残査の含

有量が急激に減少した。この結果は、他地点(プマユムツォ湖北東部)から採取した PY104PC

コア試料における水生植物残査含有量の減少時期 (15-14 cal ka BP, Watanabe et al., submitted) 

とよく一致した。
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Pumoyum Co is fresh water lake formed by fault action, and located in the southeastem 

Tibetan plateau (280 34'N, 900 24'E, altitude: ~5030 m asl, lake surface area: 281 km2, 

maximum water depth: ~65 m). Lake Pumoyum Co has at least 40 m sedimentary sequence, 
which is believed to cover the latest Quatemary. A first continuous sediment core (PY104PC, 
core length; 4 m) was taken from the eastem part of Pumo戸1m Co in the April 2001 for the 

reconstruction of c1imatic changes on the area, For Lake Pumoyum Coラ preliminary results for 

14C ages of plant residues in a sediment core have been reported by Watanabe et al (2008). In 

the previous 14C chronology, estimation of changes in the sources of plant residues and 
reservoir effects were insufficient. Therefore, major c1imate boundary layers, such as B�lingｭ
Aller� warm phase, have not been determined. In 2006, a new continuous sediment core 

(PY608'-'んPC， core length: 3.9m) was obtained using a piston corer from Lake Pumoyum Co 

(28033'14"N; 900 28'1 7''E, at a water depth of50 m). In this study, fine plant residues in the 

PY608'-'んPC core were concentrated by wet-sieving (opening, 125μm) and were pickedup in 
14 order to eliminate the effect of old carbon. l'fC dating ofthe plant residues from the PY608W-

PC shows that thesediment core contains a continuous record, over the past 19 cal ka BP. The 
layer with transition into B�ling-Aller� (BA) warm phase from the last glacial period (~15 

cal ka BP) was consistent with the obvious .lithologic boundary (sudden disappearance for the 

macrophyte remains in sediment layer). 




